
 
 
第 32 回特別企画「薬師寺東塔保存修理現場見学」を 2 月 24 日に行いました。 
寒い中 42 名の方と特別参加者 7 名を加えて 49 名の方に参加頂きました。 
見学ｺ-ｽは東塔改修工事現場～白鳳伽藍（東院堂・金堂・講堂）～玄奘三蔵伽藍

～平山郁夫絵殿を薬師寺関係の人の案内で見学しました。 
今回の保存修理工事は平成 21 年 7 月に着手し、平成 30 年 12 月に竣工の予定で

す。総事業費は約 27 億円の見込みです。 
東塔を覆う素屋根は、高さ 40ｍを超え、基礎は鉄筋コンクリ－ト造り、構造は 
鉄骨造です。内部は初層裳階から相輪迄の７階建です。 
東塔の保存修理工事現場ではヘルメット・手袋着用の上ビルの 7 階に相当する

高さまで上がり相輪（露盤・覆鉢・九輪・水煙・竜舎・宝珠）が取り外された

心柱が迎えてくれました。 
東塔の歩みは別項参照（奈良県教育委員会事務局文化財保存事務所作成）・・・ 
心柱の上に仏舎利が納められていた。 
屋根瓦（裳階含む）約 4 万 2 千枚其の内 12 枚が白鳳時代のものであった。 
平城京薬師寺は藤原京本薬師寺からの移設されたものとされていますが東塔は 
現在地で創建されたと云われています。これに関する相輪檫銘を記します。 
全文は129文字から成る漢文であるがいま書き下し文にすると下記の通りです。 
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この銘文の作成については、明治以来さまざまな議論があったが、藤原京の薬

師寺のために作られたと考えるのが妥当だろう。（鈴木嘉吉氏）       

 
               薬師三尊                  

       東 塔 



 
 
 
 



 
 
 
 



 
 
 
 



 

 



    
東塔心柱落書き                天井板彩色 

    
玄奘三蔵院             玄奘三蔵座像 
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